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研究成果概要 
本研究では、重力波検出器 KAGRA のデータ転送・保管系の構築を目標としている。
特に H27年度は KAGARの最初の観測運転 iKAGRA が予定されていたため、そのデー
タ転送および保管を達成することは重要であった。今年度は raw dataの転送系を構築し
終え、観測データを無事に KAGRA トンネル坑内より神岡のデータ解析棟へ、さらに、
柏キャンパスのデータ保管装置まで転送し、保管することができた。また、2016年 4月
以降の運転ではあるが、大阪市大に設置した低遅延イベント探索用のクラスタ計算機へ

もデータの連続転送を達成した。また、KAGRA のデータミラーサイトとして台湾グル
ープ、解析用に iKAGRA のデータを分散保持するサイトとして新潟大や東大 RESCEU
も整備が進んだ。 
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図１：KAGRAデータ転送系の中核部分 

KAGRA のデータ転送系は、神岡の解析棟（データ保存容量約 200TiB）、柏キャンパ
ス(同 100TiB)、および大阪市大(同 288TiB)に設置されたサーバー群からなる。これらは
VPNをつかって仮想的に閉じた環境において保護されている。転送系では、即時のデー
タファイル検出と、サーバーマシン間でのデータ送受信が肝要で、速やかに重力波イベ

ント探索解析にデータファイルを供すべく、データ転送自体が低遅延であることが求め

られる。データ転送・保管系のソフトウエアは、研究者によりコードより作成された。

ファイル検出には linux の機能である inotify を利用し、即時の検出を可能とした。デ



ータ送信は socket通信部分からコード作成され、ファイル単位で送受信を行い転送プロ
セスの冗長化を図るなど工夫された。またこれらの制御・状態監視には共有メモリや OS
標 準 を 拡 張 し た ロ グ シ ス テ ム

(syslog-ng)などを利用した。 
図２は、トンネル坑内から神岡（地

上）のデータ解析棟への転送速度であ

る。ストリーミングとバッファの調整

により、220MB/s を達成している。
図３は、KAGRAトンネル坑内で検視
した新しいデータファイルが柏キャ

ンパスまでファイルが転送終了する

までの遅延である。データは SINET
を通過するため外部のネットワーク

状態による影響を受ける（時々確認で

きる大きな遅延。グラフには再送もふ

くまれている）が、平均約 2.5秒後に
は転送が終了する。大阪市大までは約

３秒である。図４は１時間あたりのデ

ータ転送量で、再送信なども含めて約

6GB/hour (~1.7MB/s)である。最終的
な KAGRAのデータ量は、約 20MB/s
を予定しているが、iKAGRA 運転で
は各種制御や環境データがまだ出揃

っていないためである。 
以上、データ転送に関しては予定通

りの性能を達成することができた。今

後は転送システムのさらなる改良、デ

バッグ、ならびにキャリブレーション

データのみを含む解析用データの生

成など、bKAGRA に向けた整備・改
良を加えて行く。 
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図２：データ転送速度 

 
図３：KAGRAトンネル坑内-柏キャ 

ンパス間のデータ遅延 

 
図４：１時間あたりのデータ転送量 
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